
木材チップを有効利用したポーラスコンクリートの開発 
 

金沢工業大学大学院    工学研究科 学生会員 ○山本恵理子 

金沢工業大学     環境・建築学部  正会員  宮里心一 

 

1．はじめに 

建設発生木材は、全国の建設廃棄物の約 6％(約 500万トン)にのぼる 1)。木材は、軽くて強く加工性に優れている

が、燃えやすく腐りやすい欠点がある 2)。そのため木材の再資源化率は約 38％(平成 12年度 1))と低い。一方、ポー

ラスコンクリート(POC)の用途は普及拡大に向かっている。POC は強度面ではコンクリートに劣るが、連続空隙が

設けられており、それを活かした環境の保全効果などが期待されている。中でも POC製舗装は、透水性、保水性な

どを備えたものが実際に用いられている。ただし、POC製舗装道路は未だ試験的なものであり、完全に普及するに

は時間がかかるといわれている。以上の背景より、木材と POC、双方のメリットを組み合わせることで、より高性

能な製品を可能にすることができないかと考えた。したがって本研究では、木材を混入した POCの基本特性を検証

する。また、舗装製品などに必要な能力を備えているかなどの、実際に製品化するにあたっての性能を評価する。 

2．実験概要 

2.1 実験ケース  使用した材料を表 1 に、配合表を表 2 に示す。本研

究では、木材を実際に POC中に入れて打設を行えるか否かを調査した。

また、混入した木材の粒径変化に伴う透水性や強度特性を比較するため、

木材の粒度を 5 種類に変化させた POC、木材を混入しない POC の計 6

種類を作製した。なお、木材本来の特性を知るため、混和剤は使用しな

かった。 
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2.3 試験方法  変水位透水試験により、透水係数を求めた。また、JIS

規定に基づき全空隙率、圧縮強度および曲げ強度を求めた。なお、圧縮

強度試験および曲げ強度試験の際、セメントペーストを用いた両面キャ

ッピングを行った。 

3．性能評価 

3.1透水係数  空隙率と透水係数の関係を図１に示す。透水係数の最大

値はケース⑥、最小値はケース③であり、その差は 1.50cm/secとなった。

特に木材を混入したケースにおいて、空隙率が増加すると透水係数が高

くなった。これは、空隙率が増加することによって、透水係数が増加し

たためと考えられる。 

3.2圧縮強度  圧縮強度の結果を図 2に示す。木材を混入したケース①

～⑤に対し、木材を混入していないケース⑥が著しく高い値となった。

このことから、木材を混入すると、圧縮強度は低くなると考えられる。

また、木材を入れたケースの中でも、強度差が見られた。これは、木材

の粒径や形状が異なることによって、骨材間の接合の状態が変化したためと考えられる

縮強度を比較した場合、ケース①に対してケース②は約 2倍の値となった。これは、ケ
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表 1.使用材料 
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粒径が大きく空隙の中に収まりづらかったのに対し、ケース②は収まり

易かったことで、骨材間の接合がよくなったためと考えられる。また、

ケース②に対しケース③と④では、強度がわずかに低くなり、一方ケー

ス⑤では強度が高くなった。これは、ある程度粒径が小さく(木粉の状態

に)なることで、骨材間の接点数が増えたためと考えられる。 

3.3曲げ強度  曲げ強度の結果を図 3に示す。ケース①～③が圧縮強度

を上回る高い値となった。これは、木材を混入していないケース⑥を上

回ったことから、木材中の繊維質が引張力を高めたためと考えられる。

また、ケース①よりもケース②や③の強度が高い原因は、圧縮強度のと

きと同様、空隙の中で収まりやすいためと考えられる。また、ケース④

や⑤の強度が低い原因は、木材中の繊維が短く、引張力を活かせなかっ

たためと考えられる。 

3.4総合評価  圧縮強度試験と曲げ強度試験の結果から、木材を混入し

た POC では、圧縮強度は低く、一方曲げ強度は高いことが認められた。

ここで圧縮強度が低い原因として、木材自身の圧縮に対する弱さ

と変形のしやすさが考えられる。一方曲げ強度が高くなった原

因として、木材中の繊維の引張力に起因すると考えられる。 

4．製品評価 

 舗装に要求される品質とその評価を表 3 に示す。何れのケー

スにおいても、全空隙率について満足する値を得ることはでき

なかった。一方、透水係数について満足する値を得ることがで

きた。さらに曲げ強度について、ケース①～③において、車道

用には満たないが、軽交通用として満足することができた。 

本研究では舗装を対象に実験を行ったが、現在 POCは護岸を

対象にした製品が注目されている。したがって護岸材に対する製品評価も

行った。護岸タイプに応じた強度および空隙率の適用範囲とその評価を

表４に示す。何れのケースにおいても、圧縮強度について満足する値を

得ることはできなかった。一方、全空隙率について、ケース③、ケース

⑤～⑥において、強度重視用には満たないが植生重視用として満足する

ことができた。 

5．結論 

 POCに木材を混入することにより、曲げ強度の増加を期待できること

がわかった。また、圧縮強度については減少を引き起こすことがわか

った。舗装用の製品化にあたっては、木材混入量を増やして曲げ強度

の向上を図り、目標全空隙率を確保し、それに伴って変動する透水係数を調節することが

用の製品化にあたっては、全空隙率を調整し、圧縮強度の低下を抑える対策が必要である
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圧縮強
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ケース№ 実測値 評価

① 2.64 △
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図 2.圧縮強度 
ケース№
図 3.曲げ強度 
3)
実測値 評価 実測値 評価

1.11 ○ 33.2 ×

1.68 ○ 33.9 ×

0.91 ○ 28.1 ×

1.73 ○ 30.1 ×

0.92 ○ 27.8 ×

2.41 ○ 27.1 ×

全空隙率(％)

20～25

15～20

0.1以上

透水係数
(cm/sec)

0.01以上

される品質と評価  
4)
必要である。また、護岸

。 

e/refrm.htm(2003．7) 

かる本(2001．9) 

4) 

値 評価 実測値 評価

7 × 33.2 ×

8 × 33.9 ×

7 × 28.1 △

7 × 30.1 ×

7 × 27.8 △

8 × 27.1 △

8以上 18～21

度(N/mm２) 全空隙率(％)

0以上 21～30(25以上)

岸の適用範囲と評価  


